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論文内容の要旨
【緒言】
　人工股関節置換術（total hip arthroplasty: THA）は荒廃した股関節に除痛と機能回復を提
供し、安定した臨床成績をもたらす手術法である。本手術法は、変形性股関節症や関節リ
ウマチなどの疾患に対して広く施行されているが、近年摺動面に金属を用いたmetal-on-
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